


第
三
版
へ
の
前
置
き
と
し
て

一
九
五
一
年
版
へ
の
緒
言

第
一
版
へ
の
緒
言

第

一
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新

し

い
基

調
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各
時
代
は
そ
の
時
代
の
問
題
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
―

「
創
造
的
観
念
」
、
そ
れ
ら
の

盛
衰
―

ギ
リ
シ
ャ
哲
学
か
ら
の
実
例
ー

キ
リ
ス
ト
教
的
哲
学
の
興
隆
と
衰
滅
ー

近
代

哲
学
の
興
隆
と
衰
滅
ー

哲
学
へ
の
関
心
か
技
術
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
窒
息
す
る
ー

ひ
と

り
数
学
だ
け
か
「
抽
象
的
」
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
地
位
を
失
わ
な
い
―

数
学
は

シ
ン
ボ
ル
と
意
味
の
科
学
で
あ
る
I

科
学
に
お
け
る
感
覚
与
件
と
解
釈
ー

シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
与
件
と
そ
れ
の
意
味
と
し
て
の
法
則
ー

シ
ン
ボ
ル
の
力
は
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る

―

「
動
的
」
心
理
学
ー

記
号
論
理
学
ー

若
々
し
い
「
創
造
的
観
念
」
の
異
常
な
活
動

力
ー

観
念
の
「
場
」
の
限
界
ー

「
新
基
調
」
の
約
束
す
る
も
の

第

二

章

シ

ン

ボ

タ
ヘ

の
転

換

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



発
達
心
理
学
に
及
ぼ
す
意
味
の
諸
問
題
の
影
響
ー

発
生
理
論
の
前
提
、
動
物
と
人
間
の
欲

求
か
同
一
で
あ
る
こ
と
、
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
反
応
か
サ
イ
ン
に
対
す
る
反
応
か
ら
派
生
す

る
こ
と
ー

送
信
器
と
し
て
の
精
神
ー

誤
謬
の
源
泉
-

誤
謬
は
複
雑
化
と
と
も
に
増
加

す
る
―

シ
ン
ボ
ル
使
用
の
非
実
践
的
な
効
果
―

知
能
を
愚
か
さ
に
還
元
す
る
諸
学
説
の

不
合
理
性
ー

こ
の
よ
う
な
理
論
は
非
実
践
的
な
祭
式
の
根
強
さ
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る

ー

ま
た
芸
術
か
真
剣
に
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
否
定
さ
れ
る
―

夢
の
現
象
に
よ

っ
て
も
否
定
さ
れ
る
ー

人
間
の
欲
求
の
明
細
目
録
を
再
吟
味
す
る
ー

特
殊
な
機
能
は
特

殊
な
欲
求
を
前
提
す
る
I

シ
ン
ボ
ル
化
の
欲
求
―

変
圧
器
と
し
て
の
人
間
精
神
―

非

実
践
的
行
動
は
シ
ン
ボ
ル
体
系
的
で
あ
る
―

こ
の
見
解
は
多
く
の
人
類
学
上
の
難
問
題
を

解
明
す
る
―

シ
ン
ボ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
な
研
究
を
必
要
と
す
る

第

三

章

サ

イ

ン
と

シ
ン

ボ

ル
の

論

理

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……

意
味
一
関
係
に
関
す
る
現
存
の
諸
分
析
は
お
お
む
ね
容
認
で
き
る
ー

歴
史
的
概
観
ー

意

味
の
「
性
質
」
は
捕
捉
し
に
く
い
ー

意
味
は
項
の
機
能
で
あ
る
ー

脈
絡
と
し
て
の
パ
タ

ー
ン
ー

主
観
、
シ
ン
ボ
ル
お
よ
び
対
象
ー

あ
る
パ
タ
ー
ン
の
な
か
の
項
の
選
択
と
相
対

的
な
「
〈
意
味
〉
の
意
味
」
―

サ
イ
ン
と
シ
ン
ボ
ル
ー

サ
イ
ン
ー
関
係
の
領
域
は
広
範
囲

に
わ
た
る
―

間
違
い
―

サ
イ
ン
の
論
理
的
単
純
性
ー

シ
ン
ボ
ル
と
表
象
-

名
前

ー

サ
イ
ン
と
し
て
の
、
ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ー

両
者
の
区
別
を
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ

ー
の
事
例
に
よ
っ
て
例
証
す
る
―

サ
イ
ン
作
用
、
表
示
作
用
お
よ
び
含
蓄
作
用
ー

表
一
不



作
用
と
含
蓄
作
用
と
の
関
連
性
―

固
有
名
詞
は
例
外
―

シ
ン
ボ
ル
と
説
話
―

逐
義
的
―

意
味
と
命
題
-

構
文
論
的
構
造
―

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「
論
理
的
絵
画
」
―

前
進
的

抽
象
化
―

表
象
と
概
念
―

抽
象
化
は
合
理
性
の
基
礎
―

言
語
の
論
理
的
な
力
―

真

と
偽

第

四

章

論
弁

的
形

式

と
現
示

的
形

式

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……

「
論
理
的
投
影
」
-

論
弁
的
形
式
は
一
つ
の
「
投
影
」
で
あ
る
こ
と
―

カ
ル
ナ
ッ
プ
の

結
論
、
言
語
の
構
文
論
が
表
象
可
能
性
の
限
界
で
あ
る
―

非
逐
語
的
シ
ン
ボ
ル
体
系
は
.

「
感
情
的
」
―

形
而
上
学
に
対
す
る
ラ
ッ
セ
ル
お
よ
び
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
'
ダ
ィ
ン
の
見
解

―

哲
学
は
意
味
の
展
開
で
あ
る
―

言
語
よ
り
も
広
範
囲
に
わ
た
る
シ
ン
ボ
ル
の
機
能

i

言
語
だ
け
に
局
限
す
る
こ
と
は
心
性
の
あ
ま
り
に
も
多
く
の
部
分
を
無
意
味
な
ま
ま
に

放
任
す
る
こ
と
と
な
る
―

合
理
性
は
分
節
化
か
ら
始
ま
る
―

感
覚
-
経
験
も
一
つ
の
分

節
化
で
あ
る
―

「
事
物
」
の
概
念
的
な
性
格
―

シ
ン
ボ
ル
使
用
の
先
駆
と
し
て
の
「
形

態
」
―

非
論
弁
的
形
式
の
把
握
―

こ
の
種
の
形
式
は
派
生
的
な
意
味
に
お
い
て
さ
え

「
言
語
的
」
で
は
な
い
I

言
語
の
論
理
的
特
性
―

現
示
的
シ
ン
ボ
ル
体
系
の
論
理
的
特

性
―

初
歩
的
な
理
解
力
―

感
情
の
諸
形
式
―

現
示
的
形
式
の
前
進
的
分
節
化
―

文

化
の
主
要
な
発
達
に
対
す
る
基
調

第

五

章

言

語

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘



す
べ
て
の
人
間
は
完
全
に
有
節
的
言
語
を
も
っ
ー

ど
ん
な
動
物
も
言
語
を
も
た
な
い
―

動
物
の
な
す
伝
達
ー

類
人
猿
の
お
し
I

類
人
猿
の
子
供
に
見
ら
れ
る
、
物
を
言
う
本
能

の
欠
如
ー

言
語
の
起
源
の
な
ぞ
I

そ
れ
は
時
々
「
話
そ
う
と
す
る
本
能
」
に
求
め
ら
れ

る
ー

聾
の
子
供
と
「
野
生
」
の
子
供
は
物
を
言
わ
ぬ
―

言
語
学
者
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ

た
問
題
ー

サ
ヒ
ア
の
推
論
、
そ
れ
は
シ
ン
ボ
ル
の
一
般
理
論
を
必
要
と
す
る
ー

そ
れ
の

起
源
は
常
に
伝
達
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
ー

そ
れ
は
ま
た
初
期
の
シ
ン
ボ
ル
機
能
に
求
め

る
べ
き
で
あ
る
ー

「
ま
わ
ら
ぬ
舌
で
不
完
全
に
で
も
発
音
し
よ
う
と
す
る
本
能
」
の
欠
如

は
言
葉
を
妨
げ
る
ー

シ
ン
ボ
ル
と
自
由
な
形
式
―

類
人
猿
の
初
歩
的
な
シ
ン
ボ
ル
的
行

動
―

功
利
主
義
的
見
解
は
間
違
い
ー

フ
ァ
ー
ネ
ス
の
類
人
猿
―

ア

ヴ
ェ
イ
ロ

ン
の

「
野
生
児
」
―

人
間
に
見
ら
れ
る
「
ま
わ
ら
ぬ
舌
で
不
完
全
に
で
も
発
音
し
よ
う
と
す
る
」

本
能
は
一
時
的
な
本
能
で
あ
る
―

言
語
学
習
の
諸
条
件
ー

ド
ノ
ヴ
ァ
ン
の
起
源
説
―

含
蓄
作
用
は
お
そ
ら
く
表
示
作
用
に
先
行
す
る

そ
の
用
法
ー

そ
れ
は
常
に
命
題
的
で

あ
る
―

発
達
に
対
す
る
ヒ
ュ
ー
ラ
ー
と
ヴ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
の
見
解
―

修
正
ー

一
般
性
は

隠
喩
を
通
じ
て
生
ず
る
ー

「
色
褪
せ
た
隠
喩
」
に
つ
い
て
の
ヴ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
の
見
解
―

概
念
的
思
考
の
進
化
-

言
語
の
普
遍
性
の
説
明

第

六

章

生

命

の

シ

ン

ポ
ル
、

聖

礼
典

の
起
源

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

感
覚
‐
イ
メ
ー
ジ
と
概
念
―

隠
喩
的
用
法
―

初
源
的
抽
象
化
―

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ー

欲
望
と
夢
―

初
源
的
な
想
像
―

夢
の
な
か
で
の
シ
ン
ボ
ル
と
意
味
と
の
混
同
―

未
開



人
の
思
考
の
場
合
-

「
聖
物
」
の
力
-

観
想
に
お
け
る
知
性
的
興
奮
-

情
感
的
表
現

と
身
振
り
ー

祭
式
ー

物
ま
ね
に
基
づ
く
儀
式
ー

遊
戯
に
お
け
る
模
倣
ー

デ
ュ
ー
イ

の
理
論
を
拒
否
す
る
I

神
聖
な
概
念
を
認
め
た
も
の
と
し
て
の
祭
式
ー

魔
術
は
本
質
的

に
実
践
的
で
は
な
い
ー

あ
り
ふ
れ
た
諸
行
為
も
最
も
厳
格
な
形
式
を
獲
得
す
る
ー

聖
礼

典
ー

神
々
は
「
聖
物
」
か
ら
派
生
す
る
ー

動
物
の
姿
ー

ト
ー
テ
ム
崇
拝
ー

神
々
の

成
立
に
つ
い
て
の
ジ
ェ
ー
ン
.
ハ
リ
ソ
ン
の
見
解

第

七

章

生

命

の

シ
ン

ボ
ル
、

神

話

の

根
源

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

祭
式
と
神
話
と
は
起
源
を
異
に
す
る
I

夢
と
物
語
ー

初
源
的
な
物
語
ー

登
場
人
物
と

所
作
と
は
シ
ン
ボ
ル
的
で
あ
る
I

お
と
ぎ
話
の
発
達
ー

お
と
ぎ
話
と
神
話
ー

機
能
の

相
違
ー

お
と
ぎ
話
に
あ
る
現
実
主
義
的
な
要
素
ー

形
式
の
一
般
化
ー

「
自
然
神
話
」

の
問
題
ー

「
文
化
英
雄
」
-

お
と
ぎ
話
と
神
話
と
を
つ
な
ぐ
も
の
ー

彼
の
物
語
に
お

け
る
自
然
の
シ
ン
ボ
ル
ー

月
の
神
の
進
化
-

月
の
人
格
化
は
「
女
性
」
の
月
化
で
あ
る

神
話
の
仕
上
げ
ー

詩
の
定
式
化
の
影
響
-

過
渡
的
形
式
と
し
て
の
『
カ
レ
ワ
ラ
』
ー

叙
事
詩
の
段
階
は
神
話
の
完
成
期
で
あ
る

第

八
章

音

楽

に
内

在

す

る
意

義

に
つ

い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

芸
術
作
品
と
加
工
品
-

「
有
意
義
的
形
態
」
ー

現
代
美
学
の
中
心
課
題
と
し
て
の
意
味

-

芸
術
的
意
義
の
問
題
-

精
神
分
析
の
理
論
は
助
け
に
な
ら
な
い
ー

形
式
か
芸
術
的



意
義
の
源
泉
で
あ
る
-

音
楽
か
最
も
よ
い
実
例
で
あ
る
-

音
楽
を
娯
楽
と
考
え
る
諸
理

論
-

情
感
を
刺
激
す
る
も
の
と
し
て
-

感
情
を
伝
達
す
る
も
の
と
し
て
-

自
己
表
現

説
の
誤
謬
-

音
楽
は
兆
候
で
は
な
く
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
-

そ
れ
の
「
意
義
」
は
芸
術
の

論
理
的
問
題
で
あ
る
-

音
楽
の
言
語
-

標
題
音
楽
-

感
情
の
言
語
-

音
楽
と
感
情

の
論
理
的
構
造
-

言
語
と
の
類
比
は
人
を
誤
ま
ら
せ
る
-

音
楽
に
内
在
す
る
意
味
的
要

素
に
つ
い
て
の
フ
ー
バ
ー
の
見
解
-

現
示
的
シ
ン
ボ
ル
は
翻
訳
で
き
な
い
-

ア
ー
バ
ン

の
芸
術
理
論
に
対
す
る
反
駁
-

分
析
の
困
難
-

批
評
家
の
感
情
的
態
度
-

自
律
性
を

擁
護
す
る
-

「
感
情
の
代
数
学
」
と
し
て
の
音
楽
ー

誤
謬
-

未
完
成
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
音
楽
-

意
味
の
指
定
は
音
楽
的
思
考
の
松
葉
杖
ー

音
楽
的
な
意
味
は
実
在
す
る

が
、
し
か
し
「
内
含
的
」
で
あ
る
ー

形
式
と
内
容
と
か
一
体
と
し
て
経
験
さ
れ
る

第

九

章

芸

術

的
意

義

の
発

生

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

音
楽
の
起
源
は
芸
術
的
で
は
な
い
-

民
謡
の
起
源
ー

そ
れ
の
発
生
に
関
す
る
誤
謬
ー

素
材
は
偶
然
的
な
音
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
ー

造
形
芸
術
に
モ
デ
ル
を
取
る
こ
と
の
利
益

-

モ
デ
ル
の
危
険
-

標
準
の
混
同
ー

分
節
的
表
現
が
芸
術
の
目
標
で
あ
る
-

芸
術

的
ヴ
ィ
ジ
'
ン
-

音
楽
は
比
較
的
後
れ
て
発
達
す
る
ー

そ
れ
は
モ
デ
ル
か
な
い
た
め
で

あ
る
-

リ
ズ
ム
と
語
と
か
そ
れ
の
唯
一
の
先
達
で
あ
る
-

節
ー

モ
デ
ル
か
ら
の
解
放

-

芸
術
的
意
義
-

ペ
イ
タ
ー
の
言
明
-

そ
こ
に
は
諸
芸
術
の
比
較
論
は
含
ま
れ
て
い

な
い
-

諸
種
の
芸
術
の
内
容
-

「
美
的
情
感
」
の
な
か
に
統
一
を
求
め
る
ー

そ
の
情



感
の
本
質
―

そ
れ
は
芸
術
の
内
容
で
は
な
い
ー

芸
術
家
と
聴
衆
―

シ
ン
ボ
ル
の
適
切

性
と
し
て
の
「
芸
術
的
真
理
」
―

そ
れ
は
逐
義
的
真
理
と
は
区
別
さ
れ
る
―

芸
術
的
洞

察
1

芸
術
の
標
準
は
絶
対
的
で
は
な
い
ー

新
し
い
形
式
は
分
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い

―

古
い
形
式
は
衰
微
し
て
来
る
ー

逐
義
的
解
釈
と
芸
術
的
ヴ
″

ジ
'
ン
ー

神
秘
主
義

が
意
味
の
限
界
で
あ
る

第

十

章

意

味

の
織

物

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……

実
践
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ー

事
実
の
理
解
-

事
実
の
命
題
的
形
式
ー

真
と
偽
丿

事
実
に

対
す
る
関
心
は
神
話
を
破
壊
す
る
ー

諸
「
発
見
」
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
―

現
実

主
義
へ
の
傾
向
性
は
成
長
と
と
も
に
発
達
す
る
ー

事
実
の
体
系
化
は
知
性
の
挑
戦
で
あ
る

ー

現
実
性
の
標
準
と
し
て
の
事
実
ー

歴
史
は
そ
れ
の
典
型
的
な
表
現
で
あ
る
ー

そ
れ

は
科
学
よ
り
も
い
っ
そ
う
事
実
に
即
す
る
ー

因
果
の
関
係
ー

お
よ
び
検
証
ー

シ
ン
ボ

ル
と
サ
イ
ン
と
の
結
合
ー

現
実
主
義
的
思
考
の
力
ー

人
間
世
界
に
お
け
る
変
化
―

自

然
-
シ
ン
ボ
ル
が
身
に
合
わ
な
く
な
る
―

近
代
生
活
ー

サ
イ
ン
と
シ
ン
ボ
ル
は
思
考
の

た
て
糸
と
よ
こ
糸
で
あ
る
ー

サ
イ
ン
の
機
能
ー

シ
ン
ボ
ル
の
機
能
ー

意
味
の
複
雑
性

―

「
意
味
の
充
填
さ
れ
た
」
シ
ン
ポ
ル
ー

心
的
生
活
の
複
雑
性
-

道
徳
生
活
の
き
び

し
さ
ー

定
位
の
欲
求
ー

強
力
な
生
命
的
シ
ン
ボ
ル
の
欠
如
丿

現
代
の
現
実
は
新
し
い

「
聖
物
」
を
与
え
る
に
は
な
お
あ
ま
り
に
も
新
し
い
ー

行
動
の
自
由
は
固
定
し
た
価
値
に

依
存
す
る
ー

価
値
は
シ
ン
ボ
ル
に
依
存
す
る
―

祭
式
的
行
為
―

現
代
生
活
に
お
け
る



無
意
味
さ
I

再
定
位
は
合
理
的
な
欲
求
-

現
代
の
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
新
し
く
現
わ
れ
た

神
話
の
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る

訳
者
あ
と
が
き
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